
知的障害者の意思決定の補助や意思表
出を補助する支援機器について考える
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１日目：９月１９日（火）
１３時３０分～１６時３０分

２日目：９月２０日（水）
１０時００分～１２時００分

【会 場】 くまもと県民交流館パレア

｢ニーズ・シーズマッチング地域交流会
ＡＴＡサテライト熊本｣



知的障害者とは・・・

参加者の中には、知的障害とはどんな障害かを理解しなけ
ればどのようなことに困っていて、どんな支援機器が必要
か考えることが難しい。また、普段から接しているスタッ
フであっても改めてどのような障害か、どのような方が地
域で生活され、障害福祉サービス事業所にはどのような方
が利用しているかを理解することも必要。

知的障害とは「知的機能の障害が発達期（おおむね18歳まで）にあらわれ、日常生活に支障が生
じているため、何らかの特別の援助を必要とする状態にあるもの」厚生労働省HPより



障害者総合支援法
「障害者の日常生活及びに社会生活を総合的に支援するための法律」

厚生労働省HPより



意思決定支援

憲法13条（個人の尊重、幸福追求権、公共の福祉）
「すべて国民は、個人として尊重される。生命、自由及び幸福追求
に対する国民の権利については、公共の福祉に反しない限り、立法
その他の国政の上で最大限の尊重を必要とする。」

※この憲法は私的な事項については公権力に干渉されずに自分で極
めることが出来る「自己決定」を含むとされ、自立の権利はこの
「自己決定権」の一貫として保障され、「自分のことは自分で決め
ること」は憲法上の権利である。



障害者権利条約

障害者権利条約の締結
2006年12月に国連で採択された障害者の権利に関する条約「障害者権利条約」で
は、制定までの過程で障害のある人たちが以下のスローガンを掲げました。

″Nothing About Us Without Us″わたしたちのことをわたしたち抜きに
決めないで

2014年に日本はこの国連の障害者権利条約を批准し、障害者基本法の改正、障害
者総合支援法、障害者虐待防止法、障害者差別解消法等の国内法の整備を行った。



意思決定支援
（意思形成支援と意思表出支援）

意思形成支援
幼少期からの経験や体験を通して意思が作られる過程の支援で意思決定支援の要素や前提といえる

重要な支援。その中で以下の項目が大切です。
①支援者や生活環境。
②様々な経験や体験を積む機会。
③情報提供。
④年齢に応じた選ぶ機会の提供。
例）ルビや口頭、写真や動画、絵やマークなどでの丁寧な情報提供。給食に選択メニューを入れる。

旅行や外食などで様々な施設を利用体験する。イベントや文化活動、スポーツなどを体験する。

意思表出支援
①本人自らの意思を表出・出現出来るような具体的な支援。
②表出されている意思に気づく支援者。
例）本人から発せられた言葉の真意を会議で検討する。言葉を発することが出来ない方の健康状態や精

神状態、表情などを意識しながら支援を行う。表情や目の動きなどで本人の様子や喜怒哀楽を察する。



意思決定支援を行う上での私見と仮説

①認知機能の強化、訓練
必要な認知機能として「数を数える力」「覚える力」「書き写す力」「見つける力」「想像す
る力」etc.があり、その認知機能を正しく、また、それを強化、訓練する。

②社会性を身につけながら認知機能の強化や選択の機会の創出。

③経験出来ないことなどを仮想空間やゲームの中で経験し、意思形成、意思表出を強化する。

④専用端末、アプリなどを使い、様々な情報を本人や支援者が入力し、本人専用AIを育成し本人
の意思決定の補助、また、支援者や家族は本人の意思確認の補助を行う。

⑤④のAIをサービス等利用計画や個別支援計画作成のアセスメントにも活用。

⑥④のAIを本人のもしもの時の命の選択や死亡後の意思想像の参考に。



｢ニーズ・シーズマッチング地域交流会ＡＴＡサテライト熊本｣

1日目

①自己紹介
②それぞれの分野での取り組みの紹介
・和綿を通した地域づくり（共生社会の実現）
・UDeスポーツを通しての社会参加、就労支援等
・ITC を使用して重度身体障がい者の社会参加
・障害児へのローテクを活かした手作り補助具

③知的障害者とは、知的障害者のイメージとは
④UDeスポーツ機器を活用した意思決定支援の可能性



｢ニーズ・シーズマッチング地域交流会ＡＴＡサテライト熊本｣

2日目

①意思決定における悩み
事例1）日常における意思決定

「記念撮影の集合写真」

事例2）人生における意思決定
「生活の場の選択（施設か自宅かそれ以外か）」

事例3）命における意思決定
「高齢化による胃瘻造設の選択、命の選択」



｢ニーズ・シーズマッチング地域交流会ＡＴＡサテライト熊本｣

2日目

②ニーズ
• UDeスポーツ機器のような知的障害者でも簡単に操作でき
るような意思を表出することが可能な機器の開発、普及

• 意思を表出する機器を活用した幼少期からの意思表出訓練

• 各ライフステージにおける意思表出による意思決定支援

• 知的障害者を含め誰もが当たり前に意思表出が出来る社会
の実現
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